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発行●みやぎ脱原発・風の会 

〈連絡先〉〒980-0811 

仙台市青葉区一番町 4－1－3 

仙台市市民活動サポートセンター内LC No.76 

電話＆FAX 022－３５６－７０９２（須田） 

http://miyagi-kazenokai.com/  

《郵便振替口座》02220－3－49486 

会費●3000 円 賛同会費●1000 円／年 2-122 号（通巻 301 号）2023.1.20. 

 

岸田政権による原発推進政策、そして「規制委員会の保安院化」に抗し、 

女川原発２号機の 2024年再稼働阻止の陣形を！ 

 

暮れも押し迫った昨年 12 月 21 日、原子力規

制委員会が原発の 60 年を超える長期運転を可能

にする安全規制ルールの骨子案を了承した。原発

の運転期間は、これまで規制委員会が所管してき

た原子炉等規制法で規定されてきたが、今後は、

推進側の経産省が所管する電気事業法で決められ

ることになるという（正式にはパブリックコメン

トなどを経て決定）。翌 12 月 22 日には政府が

「GX（グリーン・トラストフォーメーション）実

現に向けた基本方針案」をとりまとめ、福島原発

事故以降の政策を 180℃転換させる原発推進に

舵を切った（年明けの今年閣議決定し、国会で法

改正の予定）。 

 「聞く力」を標榜してきた岸田政権だが、その

実は経産省やメーカーなどの原発推進勢力の言う

ことだけを聞き、福島事故による避難者をはじめ

多くの国民の声に耳を貸そうとしない姿勢は、民

主主義に反するものであり、断じて認めることは

できない。また、それに追随する山中委員長率い

る規制委員会の姿は、かつて経産省下にあった「原

子力安全・保安院」と二重写しではないか。福島

事故が忘却されようとしている今、しかし 12 年

前とは異なる世論（社会通念）と運動の蓄積を基

に、この原発の復権に抗する大きなうねりを作り

出していかなければならない。とりわけ宮城に住

む私たちは、様々な力を結集させて女川原発２号

機の 2024 年２月の再稼働を止める闘いを作り

出していこうではないか。 

 

●岸田政権の「原発の復権」の虚と実 

 

すでに様々なところで論じられている政府の原

発推進政策の詳細についてここで繰り返し論じる

ことはしないが、「電力危機」「電気代の高騰」「地

球温暖化対策」に原発の新規の建設はまったく役

にたたないということは指摘しておきたい。現在、

経産省の審議会「革新炉ワーキンググループ」で

「次世代革新炉」について議論されているという

ことだが、日本ではほぼ実現不可能と思われる「小

型モジュール炉」などは論外で、唯一可能性のあ

る「革新軽水炉」について考えてみよう。現在想

定されている「革新軽水炉」は、すでに中国など

で稼働されている「第３世代原子炉」にあたるの

で、安全面でものすごく改善されたというわけで

はない。もちろん「コア・キャッチャー」などが

装備されているので今ある原発よりはましだと思

うが、なんといってもその建設にかかる時間とお

金が膨大すぎる。通常、原発は計画から稼働まで

20 年かかるといわれ、政府が想定している「リ

プレース（立て替え）」でも 10 年はかかるだろう。 

  

「みやぎ脱原発・風の会2023会員のつどい」 
日時□2023 年２月５日（日）10 時～12 時    【参加費無料】 

会場□仙台市シルバーセンター５階会議室（仙台市青葉区花京院 1 丁目 3 番 2 号） 

※ZOOM 参加可（メール hag07314@nifty.ne.jp までご連絡を） 

内容□2023年の「風の会」運動方針と参加者の意見交換 など 

お話：服部賢治さん（日本基督教団東北教区放射能問題支援対策室いずみ） 

～「安定ヨウ素剤って有効？福島県三春町の事例から考察してみよう」 

阿部美紀子女川町議～「女川現地より」 

http://miyagi-kazenokai.com/
mailto:hag07314@nifty.ne.jp
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また、その費用は優に１兆円以上かかり、世界各

地でコスト超過・工期遅延が頻発しているという。 

その一方で再生可能エネルギーのコストはこの

間も減っており、民間の試算では既に逆転してい

るが、政府の想定でさえ近い将来原発より太陽光

のほうが安くなるとされている。また、地球温暖

化対策についても、日本は温室効果ガス排出量の

目標を「2030年度までに13年度比46％削減」

としているのに対し、新規の原発建設ではまった

く間に合わないのが現実だ。つまり、結論的には、

「新規の原発建設」のぶち上げというのは、原発

という技術が国内から枯渇してしまわないための

原発産業擁護の宣言であり、また現在新規建設が

計画されている地域への後押しという意味合いが

強い。ただ、政府が後押しすることの影響は少な

からずある（予算配分や世論形成など）ので、い

かに（もんじゅのように）実現が難しくても、政

策を縛るものになってしまうのは必至であり、こ

の政策転換を許すわけにはいかない。 

 

●老朽原発の存続は危険 

 

 それに対し、原発の 40 年運転の延長（最大 60

年からさらに延長可能）というのは、まさに差し

迫った課題である。すでに国内では東海第二（43

年）、美浜 3 号機（45 年）、高浜 1 号機・2 号機

（47 年と 46 年）の 4 基が 40 年を超え、現時

点で再稼働しているのは美浜 3 号機のみだ。国内

には、適合性審査に申請していない原発も含め、

運転期間が 30 年～39 年のものが 13 基、30 年

未満が 16 基ある（2022.11 現在）。岸田政権の

当面の課題は、これらの原発をできるだけ長く使

い、その間になんとか新規の原発を 1 基でも 2 基

でも作ろうということではないかと考える。 

 しかし、そもそも国内原発の稼働年数を 40 年

としたことには根拠がある。長年の運転で中性子

照射により圧力容器がもろくなる他、運転してい

ない期間も配管やケーブル、ポンプ、弁などの各

設備部品が劣化する。さらに、40 年前の設計自

体が最新の安全基準を満たしていないことも想定

している（40 年前の車がどれだけ街を走ってい

るのか）。これらを根拠に、福島事故後の 2012

年、国会での議論を踏まえ与野党の合意で決まっ

たのが「原発 40 年ルール」であり、国会で参考

人として証言した田中俊一元原子力規制委員会委

員長も「40 年運転制限は古い原発の安全性を確

保するために必要な制度である」と述べている。 

 それから 10 年。12 月 21 日には原子力資料

情報室による内部資料の公表により、山中原子力

規制委員長が知らない間に、原発の運転期間の見

直しを巡り、原子力規制庁の職員が経済産業省職

員と非公開の場で日常的に「情報交換」をしてい

たことが明らかになった（その後に 7 回面談した

と発表）。しかもその秘密面談は、岸田首相が 8 月

24 日の GX 実行会議で「原発回帰」をぶち上げ

る前の 7 月 28 日から始まり、その時すでに原子

炉等規制法などの法案の検討を始めたと伝えられ

たというのだ。 

 これでは独立性のための｢３条委員会｣の名が泣

くというものだ。規制委員会は、10 年前の発足

の原点に立ち戻り、政権側・推進側の経産省の圧

力に屈することなく、あくまで「安全」の側に立

った規制をすべきであり、そのことからいって原

発の 40 年ルールの変更を認めるべきではない。 

 

●女川原発はもはや「金食い虫」と化している 

 

 一方、東北電力は 11 月 24 日、家庭向け電気

料金について、平均約 33％の値上げを国に申請

した。樋口社長は「このままでは安定的な燃料調

達や電力設備への投資を十分にできなくなる」と

しているが、その「電力設備」の最たるものが女

川原発だ。社長は一方で 2024 年 2 月の再稼働

を狙う女川原発２号機の安全対策工事費用を

5700 億円程度とした（これまでは 3400 億円

程度と説明）。さらに「特重施設」は 1400 億円

と、再稼働工程全体でなんと約 7100 億円もかか

るのだ。女川原発を動かせば買う燃料が減らせる

ため年間 1000 億円程度のコスト低減につなが

るというが、そのためには 40 年を超える稼働が

前提だ。実際、社長は、原発の運転期間について

「しっかり安全審査を受け、延長できるものは延

長して、しっかり使いたい」と延長に意欲を滲ま

せているが、これこそ先に指摘した政府の方針と

軌を一にしたものだ。 

 そもそも東北電力は 2011 年以降、全く発電し

ない原子力発電所の費用として、この 11 年でな

んと１兆 609 億円も計上している（「株主の会」

の質問への回答より）。国が行う机上の計算ではな

く、現実の数字を見れば、原発がいかに割に合わ

ないかは誰の目にも明らかではないか。費用対効

果も不確かでハイリスクな原発への投資補填の

ために私たちの税金や電気料金が使われること

に、同意はできない。私たちは物言わぬ消費者（民）

ではない。 

 

●原発のない社会を！ 

 

 そして、そうした巨額をかけながらも、女川原

発では地震被害やトラブルが続出している。昨年

11 月 2 日には、廃炉工程にある１号機のクレー

ンの土台に最大６センチのひび割れが８個見つか
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った問題で、岩手・宮城の 6 団体が東北電力と交

渉をもったが、事態を重くみたのか、12 月 27 日

には宮城県なども安全協定に基づき、女川原発１

号機立ち入り調査を実施した。 

 しかし、これまで基準地震動を何度も超過して

いる女川原発が、果たして 1000 ガルという新た

な基準を超える地震に見舞われることがないのか、

また 1000 ガル以下であってもその地震に耐え

ることができるのか、さらに地震に限らず様々な

トラブルに運転経験のない運転員が対処できるの

か、不安は尽きない。現在行われている「サプレ

ッションチェンバーの耐震補強工事」は、東北電

力自ら「これまでに経験したことのない工事」と

いう難工事で、そのために再稼働の時期が半年以

上延びたほどだ。だが、すべての配管などの設備

を補強することはできない。 

 先に女川で講演した元裁判長の樋口英明氏は、

その著書で、「原発が危ないといって原発の運転を

止めないといけないというのなら、交通事故で年

間何千人も亡くなっているのだから、自動車だっ

て運転を止めないといけないことになる」という

原発推進派（わが村井知事をはじめとして）に対

し、「他方、原発を止めても困るのは電力会社とそ

れに関係する一部の人たちだけで、その人を含む

極めて多くの人の生命と生活が確実に安全になる

のです」「従業員の安全の確保、事故を起因とする

電力会社の経営破綻の回避、地域住民の安全、地

域社会の存続、我が国の安全のいずれを見ても、

電力会社の短期的利益よりも遙かに価値が大きく、

またこれらはひとたび失ってしまうと取り戻すこ

とができないものばかりです」と喝破している。 

先に述べたように、電力会社の「短期的利益」

でさえ怪しい原発とはできるだけ早く手を切った

ほうが、私たちにとってはもちろん、電力会社に

とっても有力な選択肢になっているのではないか。

政府がいう「リプレース」の方針に従えば、女川

には永久に原発が残り続けることになるが、それ

を女川・石巻の住民をはじめ、私たちが望むこと

なのか？ １～３号機が生み出した放射性廃棄物

も永久に女川に残り続けるのではないか？ 

政府の勝手な言い分に対し、現実から目をそら

すことなく、これからどういう地域・社会を作っ

ていくのかを、ともに考えていこう。原発のない

女川、宮城、そして東北を、みんなの力で作り出

していこう。 

（事務局 舘脇） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.28 女川原発再稼働差止訴訟が結審 

―― 異例の展開があった裁判 ―― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女川原発の２号機について「実効性の欠如した

避難計画の下では再稼働してはならない」と東北

電力を被告として、2021 年 5 月に仙台地方裁判

所に提訴した私たちの裁判は、2022年11月28

日に結審し、今年 5 月 24 日に判決が言い渡され

ることとなりました。 

2019 年に県知事・石巻市長らを相手に「再稼

働に同意してはならない」との仮処分申し立て以

来、皆様には大変お世話様になってきました。心

から感謝申し上げます。とくに「風の会」の皆様

には、裁判所へ提出した準備書面などを全て冊子

にして頂き、裁判の全貌に関心ある方々の調査・

研究や今後に記録として遺す上で特段の配意をた

まわり、感謝に耐えません。 

この判決について、私たちとしては、裁判所が、

岸田首相らの原発回帰発言などの「雑音」に惑わ

されず、法廷でのやり取りを真摯に検討してくれ

るなら、必ずや勝利判決となると確信しています。

ただ、12 月 20 日、岸田内閣の原発回帰方針に

関わる、40 年を超えて運転している美浜原発 3

号機の運転差止の仮処分では、これを認めない判

決がなされ、国策に弱い司法の姿が示され、極め
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て遺憾で、残念なことです。私たちの裁判も国策

に左右される恐れは抱えていますが、以下に記し

ますように様々な論証を重ねてきていることに私

たちの確信は裏付けけられています。 

 

私たちの裁判について、裁判所は最終口頭弁論

を前に「争点整理メモ」を提示しましたが、特に

異議あるものではありませんでした。私たちから

すると「避難計画の実効性の有無」について裁判

所の判断を求めたものであり、極めて単純・明快

なものです。 

この間、弁護団・原告団は、計画に如何に実効

性がないかを９２回にわたる情報公開請求などで

得た証拠書類によって裏付けた準備書面を 12 次

にわたって提出するなど、考えられるあらゆる手

法を駆使して、法廷に臨んできました。専門家の

見解として上岡直見先生の意見書を2回も提出い

たしました。 

一方、被告・東北電力が提出した書類は、主に

は回答に長時間かかった最初の回答書と最終陳述

書の 2 本だけでしたが、特徴は「退域時検査場所

へ電力職員600名を動員する」と述べた以外は、

いずれにおいても「原告は避難計画の不備を縷々

主張するだけで、2 号機において事故が発生する

具体的危険性の立証を行っておらず、人格権の侵

害を争う訴訟の前提を欠いている」から「直ちに

却下すべき」ということの繰り返しでした。 

「具体的危険性の存否」に拘る被告に対して、

弁護団は、規制委員長の国会での「規制委員会が

了承しても事故が起きる可能性がある」趣旨の発

言について、弁護士法を駆使して規制委員会に質

問し「委員長の発言は、規制委員会としての見解

である」との回答書を規制委員会より発出させ、

証拠として裁判所に提出するということも行いま

した。 

被告の訴訟対応は、動員すると言う 600 名に

ついても全く触れず、具体的危険にこだわるだけ

の極めて頑ななものであり、法廷での審理で、実

効性の有無の審理が出来ない中で、裁判所が何処

までこの点に関心を持っているかが心配になり、

弁護団は、これも珍しい法廷手法ですが、行政へ

の「調査嘱託」を行うよう裁判所に求めました。

裁判所の対応が注目されましたが、宮城県に対す

る調査嘱託を採用し、県より「待機時検査場所へ

の職員の所要時間は調べてない」「電力職員のそれ

も把握してない」との回答が裁判所へ提出されま

した。 

こうして、弁護士法による規制委員会からの回

答や「調査嘱託」による県の回答が裁判所に提出

される等、弁護団の知恵を絞った法廷戦術により

異例の展開があった裁判だったことが、私たちに

勝利判決が得られるのではないかという根拠にな

っています。 

  

しかし、裁判は、法廷での法理と証拠からの心

証による裁判官の判断により書かれますが、究極

的には、主権者である国民の世論の動向がカギで

す。私たちも今、裁判の報告活動を行って県民世

論への働きかけを行っているところです。 

 先日（12 月 17 日）、仙台弁護士会館で、福島・

宮城の原告団・弁護団の呼びかけで、福島第一原

発事故について国の責任を認めなかった「６・１

７最高裁不当判決をどう乗り越えるか」をテーマ

に、100 人余の集会が開かれました。 

 私はそこでの挨拶で、わが人生でも特に印象深

い松川事件の 14 年にわたる裁判の中で、有名な

仙台高裁・門田判決に繋がった最高裁大法廷の「仙

台高裁への差し戻し」判決が「8 対 5」の僅差で

決まった時、「これは運動のおかげだ！」と語った

方のお話を紹介しました。この裁判は、20 名が

逮捕され、福島地裁、仙台高裁では死刑を含む全

員有罪となり、当初は世間からは見向きもされな

い裁判でしたが、草の根で頑張り続け、最後には

仙台－東京間の「公正な裁判を求める大行進」に

まで発展した、国民的裁判闘争でした。 

 私たちの原発を無くす闘いも、もっともっと頑

張って、一大国民運動を巻き起こし、政府や最高

裁を包囲する大運動に発展させなくてはならない

と痛感しています。 

ともども頑張り抜きましょう！ 

〈2023 年 1 月〉 

 （女川原発再稼働差止訴訟原告団団長 原伸雄） 

 

女川原発再稼働差止訴訟 判決 

５月２４日（水）11時～仙台地裁101号法廷 

 

 

 

『スマホアプリ』なる愚に走る動きを切り捨て 

 

12 月 3 日、女川原発再稼働差止訴訟報告・講

演会が、リアル 69 名、リモート 20 名の参加の

なかで、石巻市防災センターで開催されました。

小野寺信一弁護団長から「裁判解説と今後」と題
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した報告があり、「この訴訟は他の訴訟と違い、防

災計画の不備に絞ったもので、短期決戦が可能で

あること、住民の調査と常識で不備を判断できる

こと、情報公開や公開質問書で不備を暴ける」と

して、約 10 年間で 80 回を超える情報公開請求

の積み重ねで避難計画の不備を暴いてきたことが

報告されました。避難者の被ばくを検査する「検

査場所が開設できないこと」「一時集合場所へのバ

ス確保と配備ができないこと」を示し、避難計画

が破綻していると語り、今後については、勝訴判

決を取れば、世論による「地元同意の撤回」を求

めていくこと、敗訴すれば、控訴して再稼働前に

第二審での判決を求めて闘うことを示しました。 

続いて、環境経済研究所代表で、「新潟県原子力

災害時の避難方法に関する検証委員会」の委員で

もある上岡直見さんによる「逃げられない避難計

画」と題した講演がありました。上岡さんは、原

発事故のほとんどが「核反応とは関係ないところ

で起きていること」、原子力防災の基本は「起きた

ものとして防災計画を行うこと」だとして、現在

の規制基準は「世界一厳しい」のではなく、規制

委員会は「安全」すら担保しておらず、「集団的無

責任体制」であると語りました。何が達成された

ら「実効性がある」とするのかという基準もなく、

審査する機関もないことを挙げ、原子力防災会議

で「具体的で合理的なものであると考えられる」

と言い換えられているだけだと批判し、女川原発

の立地状況を示しながら、原子力防災の枠組みの

様々な欠陥を示し、計画が屋内退避のように「出

来るだけ住民を逃がさない」方針に転換している

ことを指摘しました。複合災害による道路損傷や

交通渋滞で避難が困難になることなど、本質的な

問題を解決せずに『スマホアプリ』なる愚に走る

動きを切り捨てました。「もともと無理なものに対

して、現状以上に計画の実効性の向上は期待でき

ない」と避難計画の現状を説明しました。 

 （日野正美） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.4 樋口英明氏女川講演会に取り組んで 

再稼働が迫る中での反撃の狼煙（のろし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岸田自公政権が原発回帰の方針表明以来、どう

反撃するか思案していました。映画『原発をとめ

た裁判長 そして原発をとめる農家たち』の上映

で樋口元裁判長が仙台においでになりました。こ

の機会を逃すわけにいかないと、10 月 10 日、

樋口英明元裁判長に女川町での講演をお願いした

ところ、快く引き受けていただきました。なによ

り、元裁判長のお話が、一般の高齢者にも理解し

やすいお話の仕方だったことに感銘しておりまし

たので、本当に幸運でした。 

さっそく、阿部律子町議や阿部美紀子町議、髙

野晃町議に相談し、第 1 回講演会実行委員会を

10 月 24 日に開催しました。風の会やみやぎア

クションの皆さん、女川原発再稼働差止訴訟原告

団の皆さん、原発センターや復興支援センターの

皆さん等に、お力をお借りいたしました。わずか

1 か月半の準備期間でしたが、12 月 4 日、女川

町大原南集会所には 121 名、石巻と仙台の会場

に 35 名、ZOOM や YouTube で 72 名が視聴

しました。その後も YouTube での視聴がどんど

ん増えています。本当に開催してよかったと感謝

しています。今後、女川町内外にチラシを作成し

報告します。 

会場での募金は 13,400 円で、全体として個人

40 人、7 団体から合わせて 20 万円を超える賛

同金が寄せられました。 

 

感想文をご紹介します。 

① 「福島県南相馬市から仙台に避難しているも

のです。樋口さんのお話がたいへん分かりやす

く勉強になりました。女川町民の方々の関心の

深さにも驚くとともに感動しました。 

これからも女川町より原発反対の運動を続
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けていってください！私たち福島県の人たち

は原発反対をする機会がなかったので、私たち

の３・１１の経験を忘れないようにしてくださ

い！ 

② ウクライナ戦争を踏まえた導入部分によって

一気に引き込まれました。私も本を読んでしま

ったものとして責任を果たしていきたいと思

います。実行委員のみなさん、ありがとうござ

いました。 

③ 原発運転のカギは水と電気がカギと管理だと。

原発については原子炉の延長など長期的に見

て構造的に耐えるものかどうか注目です。 

 

 女川原発２号機の再稼働が迫る中で、日本を破

滅させかねない原発の危険を学び、原発立地（石

巻、女川）の住民とともに反撃の狼煙（のろし）

を上げることができました。 

（2022 年 12 月 26 日 高野 博） 

 

究極の悲劇は善人の沈黙 
 

12 月 4 日、樋口英明元福井地裁裁判長の講演

会が女川町でありました。脱原発三町議らの呼び

かけで実現。「私が原発を止めた理由」と題し、本

当に誰でもわかるお話で、原発裁判と原発を止め

る当たり前過ぎる理由を話されました。 

原発の本質は、「人間がコントロールし続けない

といけないこと」「管理できないと暴走し、日本を

壊滅させること」の二つにつきるとし、過酷事故

は甚大な被害をもたらすこと、それ故に、事故発

生確率が低いことが求められること、地震大国日

本の原発の耐震性は極めて低い、よって運転は許

されない、と語りました。福島第一原発 2 号機の

奇跡（格納容器に穴がある欠陥機故に、爆発が避

けられたこと）や 4 号機の奇跡（地震で仕切りが

壊れ、使用済み核燃料がメルトダウンせずに済ん

だこと）がなければ東日本が壊滅した、と解説。 

地震の話では、老朽化するに従って耐震性が上

がっていく（女川原発：建設時 375 ガル→3.11

後 580 ガル→現在 1000 ガル）という不思議さ

を揶揄し、ハウスメーカーの耐震性より低く、こ

んな危険な原発を止められない裁判はどこかおか

しいとし、原発容認派の弁解を示し批判しました。

700 ガルを超える地震が来れば原発は危険にな

るが、多くの裁判長が何故止めないのか？につい

て、起きている地震に比べ原発の耐震性が高いか

低いかという科学的事実に関心がなく、原発の真

の危険性について審理していないと厳しく批判し、

極端な権威主義、頑迷な先例主義、科学者妄信主

義によるリアリティーの欠如を指摘しました。 

これからの裁判のあり方として、科学的事実の

重視、理性と良識という土俵の上で、誰でも理解

でき、議論に加わることができ、誰でも確信を持

って積極的に訴訟に臨むことだと話されました。

目標を「全ての裁判において最高裁でも勝ちきる

こと」として、誰もが納得する理論を裁判所だけ

ではなく、広く社会に浸透させることにより世論

形成し、最高裁をも納得させることだと話された。 

「3.11 を経験した我々は、1.使用済み核燃料

は処理できないこと。2.原発事故は、停電しても

断水しても起き、被害が甚大であること。3.原発

は、低い耐震性で作られていること。この三つの

事実を知ってしまった。」と、我々の責任は重いと

して、キング牧師の言葉「究極の悲劇は、悪人の

圧政や残酷さではなく、それに対する善人の沈黙

である。沈黙を決め込むようになったとき、我々

の命は終わりに向かい始める」で話を閉めました。 

復興公営住宅の中にある小さな集会所に 120

人が集まり、リモートでも 100 人位の方々の耳

目を集めました。 

 （日野正美） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「第 162 回女川原子力発電所環境保全監視協議会」傍聴記 

---昨年と同じく 壁の動力ケーブルを損傷とは・・・--- 

 

2022 年 11 月 17 日に「第 162 回女川原子

力発電所環境保全監視協議会」を傍聴してきまし

た。簡単に気になった所だけを報告します。 

傍聴は、私＋４名＋電力関係 1 名で、マスコミ

は 2 名でした。女川開催の為か多かった。 

35 名中 22 名の出席でした。学識経験者は、8 名

のうち長谷川さんと若林さんの２名だけが出席で
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した。欠席が多いです。なお、県、市の関係者は

代理が多く、その他の方々は欠席が多く、この会

は議論が深まらず形骸化していると感じた。 

 

〇池田敬之会長（宮城県副知事）が挨拶の中で、

10/29（土）に女川原発の原子力防災訓練が、住

民も参加して行われたことを報告し、今後実効性

を向上させると述べた。 

・池田敬之会長が議長で、いつもの通り「放射能

測定結果」と「温排水調査結果」が報告され、評

価し了承された。 

・当日の資料は、後日宮城県のＨＰへ掲載される

はず。（但し、遅いです。） 

協議会・技術会・監視検討会 会議資料・議事録 

- 宮城県公式ウェブサイト (pref.miyagi.jp) 

 

●参考資料-1 について 

前網局で、2022.9/20～21 に、空間ガンマー

線量率が減少した。作業員が、機器の操作を元に

戻し忘れた初歩的人為ミスでした。女川副町長か

ら、今後の注意喚起がなされた。 

●報告事項 

・資料-４（P4）で「１号機原子炉建屋天井クレ

ーン走行部支持台座のき裂」の報告。 

き裂の最大は、長さ 60ｍｍ、幅１ｍｍ、深さ

10ｍｍとのこと。 

下記東北電力ＨP の 2022.9.12 付「女川原子

力発電所の状況について（８月分）」（P4）とほ

ぼ同じです。 

b1_1228989.pdf (tohoku-epco.co.jp) 

 

女川副町長から、クレーンの点検は、どういう

時にするのかとの質問があり、電力から、３月地

震後は外観点検、５月の定期点検（き裂発見）、

７-８月にメーカーの詳細点検をしたとの回答。 

 

・資料-４（P5～7）で「女川２号循環水ポンプ動

力ケーブルの損傷」の報告。 

２０２２年１０月２０日２号機壁の削孔中、循

環水ポンプの動力ケーブルを損傷した。 

下記東北電力ＨＰの 2022.11.11 付「女川原子

力発電所の状況について（10 月分）」別紙 2 の

添付４とほぼ同じです。 

 b2_1229694.pdf (tohoku-epco.co.jp) 

ちなみに、昨年１０月にも同様の事故があった。

下記東北電力ＨＰの 2021.11.11 付「女川原子

力発電所の状況について（10 月分）」（別紙の添

付 3 参照） 

211111_b1.pdf (tohoku-epco.co.jp) 

原因と防止対策も説明したが、委員からは、原

因を、電線管を埋設鋼材と「誤認」としているが、

誤認の要因があるので、それを取り除かないと今

後も起こるのでないか、昨年も同様の事故があり、

担当者のレベルアップが必要、との厳しい意見が

あった。（本当だ。また起こっては困る。） 

（2022.11.18 記） 兵藤則雄 

 

 

12.17『最高裁判決をどう乗り越えるか』学習・決起集会 

裁判官に直接聞かせてやりたい… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 17 日に仙台弁護士会館で、「ノーモ

ア・フクシマ『最高裁判決をどう乗り越えるか』

学習・決起集会」が行われました。これは、仙台

地裁、仙台高裁で行われている、福島原発事故関

連の裁判の原告団、弁護団、支援が一堂に会す

る、これまでになかった集会であり、非常に意義

のある学習・決起集会となりました。 

最初に、東北大学名誉教授の長谷川公一さんか

ら、「許してはならない国の自己責任を問う」と

題し、昨年 6 月の最高裁判決（＊国の責任を認

めず）の間違いについて講演がありました。まず

初めに、結論ありきだった、想定外の大地震、大

津波で防ぎようがなかったという内容は国策であ

る原発を擁護するための政治的判決である、と述

べられました。反対の判断を出した三浦判事は、

「地震、津波の規模にとらわれ、問題を見失って

はならない」、「真摯に検討していれば適切な判

断ができたし、事故も回避できた」と、これは人

災である、としています。司法判断が規制強化を

規定する、と長谷川さんは述べています。このよ

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/gentai/o-kyogikaigijyutukaikentokai.html
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/gentai/o-kyogikaigijyutukaikentokai.html
https://www.tohoku-epco.co.jp/news/atom/test/__icsFiles/afieldfile/2022/09/12/b1_1228989.pdf
https://www.tohoku-epco.co.jp/news/atom/test/__icsFiles/afieldfile/2022/11/11/b2_1229694.pdf
https://www.tohoku-epco.co.jp/news/atom/test/__icsFiles/afieldfile/2021/12/07/211111_b1.pdf
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うな安全規制に対して消極的な判決では、国、東

電をはじめとする原発事業者にとって訴訟リスク

は小さくなり、安全対策の強化に動かないと。ま

た、住民運動は炭鉱におけるカナリアの役目であ

る、とお話ししてくださいました。 

立教大学の関礼子教授からは「ふるさと剥奪・

損傷・疎外の被害を問う」と題した講演。関先生

の名前はそれまで、いろいろな訴訟で証人申請さ

れていたし、弁護団からもその引用（書証）がた

くさんありました。ふるさとを奪われることの意

味、この被害はまだ充分に承認されていない被害

であるが、気のせい、気の持ちようではない、と

いうこと。「避難」では終わらないし、「復興」

による弊害もある、複雑な被害であることが語ら

れました。いわき市民訴訟や山木屋訴訟で証人と

して認められていないのが大変残念で仕方ありま

せん。裁判官に直接聞かせてやりたい話だと思い

ました。 

その後は 8 つの裁判について、それぞれ当事

者から話がありました。福島原発被害南相馬訴

訟、ふるさとを返せ！津島原発訴訟、「ふるさと

喪失・宮城」訴訟、「ふるさとを返せ」福島原発

避難者山木屋訴訟、女川原発再稼働差止訴訟、

「元の生活をかえせ」いわき市民訴訟、福島脱被

ばく子ども裁判、原発被害救済山形訴訟（この日

は来られませんでした）。これらの裁判には、始

まったばかりの裁判もあり、判決を待つだけの裁

判もあります。それから、すでに判決の出た、避

難者訴訟第一陣の原告からもお話がありました。 

最後は「脱原発をめざす宮城県議の会」の佐々

木功悦さんから発言があり、その後「ノーモア・

フクシマ」を目指す集会アピールの採択があっ

て、終了しました。参加者は 105 名で、弁護士

会館は埋まっていました。Zoom 参加者が 45

名でした。 

2023 年は次々と判決が出ます。そしてま

た、汚染水の海洋放出もいよいよ現実となろうと

しています。また岸田政権が言い出している 60

年を超えた原発の稼働や、新設、増設を許さない

闘いを、大きく作っていきましょう。 

（立石） 

 

 

大崎住民訴訟第 18 回口頭弁論期日を終えて 

授業参観日のような気に… 
大崎耕土を放射能汚染させない連絡会 芳川良一 

 

本年（2022 年）は皆様にたいへんお世話に

なりました。ことに排ガス測定にあたってはカン

パにご協力いただき、原告のひとりとしてあらた

めて御礼を申し上げます。お陰様で納得のいく結

果が得られました。煙突から煤塵が漏れていると

いう事実が明らかにされ、バグフィルター

99.9%除去説のウソが暴かれました。本訴訟で

のもっとも重要な動かしがたい証拠となり、同時

に訴訟を継続していくうえでの大きな励みとなっ

ています。ご協力・支援に深く感謝いたします。 

 

さて、年末ぎりぎり 12 月 26 日に仙台地裁で

第 18 回口頭弁論期日がありました。クリスマス

直後の、あと数日で大晦日という今年最終週にな

ってからの期日です。それだけ捉えても裁判所は

何かいやいや開いたという感じがするのは、わた

くしの捻じれた性格のせいでしょうか。 

今回は、わたくしの原告本人尋問の体験を主

に、第 18 回口頭弁論期日の様子について報告し

たいと思います。 

まず、口頭弁論期日をおおまかに見ておきまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 26 日、仙台地裁の 101 法廷は、傍聴

者は 50 人ほど、原告側と被告側がほぼ 10 人ず

つと、70 人ほどの人で埋め尽くされました。傍

聴券の抽選こそ行われなかったものの、大法廷は

ほぼいっぱいになりました。 

まず４人の原告による原告本人尋問が、裁判所

に対する真剣で悲痛な訴えといってもいいかたち

で行われました(主尋問)。それに対し、被告側か

らの反対尋問はひとつもありませんでした。さら

に裁判官の補充尋問もありませんでした。 

原告本人尋問後に原告側弁護団から専門家によ

る証人尋問の申請がなされましたが、裁判官は今

回も認めてくれませんでした。裁判長の語気は前

回より強く、はっきり「裁判所として必要として

いない」と言い、却下しました。裁判長は最終準
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備書面を口にしたので、早い結審に持ち込む算段

のようでした。しかし、原告側弁護団の執拗な食

い下がりで、次回の口頭弁論期日が設定されるこ

とになりました。 

次回は来年 2023 年 3 月 8 日(水)11 時開廷

です。稲わら等汚染廃棄物に含まれるセシウムが

不溶性であることを新たな証拠として提出し、

再々となる専門家による証人尋問が申請されるこ

とになると思います。 

 

●5 回のリハーサル  

 

民事における原告本人尋問は、原告の書いた陳

述書にもとに、弁護団の弁護士が尋問項目を設定

し、それに原告が答えるというカタチをとりま

す。勿論尋問項目について原告の意思も反映する

ことができます。「わたくしはこういうことを主

張したいので、こう訊いてほしい」というように

弁護士にお願いもします。原告の答弁について

は、「尋問に書いてある内容と違うが、どっちが

正しいか。あるいは今の答弁はどういう意味か」

などの質疑や答弁についての吟味が繰り返されま

す。尋問のシナリオの作成、それは弁護士と原告

の共同作業であることはもちろんですが、両者の

信頼関係がないとできないことです。或いは作成

を通し、より強い信頼が醸成されるといっていい

と思います。尋問はそういう意味で、原告と弁護

団にとっても大切な手続きのようです。シナリオ

作成には担当弁護士一人ではなく、弁護団長をは

じめ複数の弁護士がいろいろ意見を出してくれま

す。弁護団内の情報共有にも大きな意味があると

思います。 

原告本人尋問の打合せは、わたくしの場合 5

回行いました。打合せはリハーサルも兼ねていま

す。3 回は弁護士事務所で対面にて、2 回は

Zoom で行いました。原告本人尋問は４人です

が、回数や方法は 4 人とも一緒ではありませ

ん。 

わたくしは、自然保護団体「船形山のブナを守

る会」に所属しているという尋問を設定していた

だいて、森林の放射能汚染について主張しようと

試みました。さらに、最後の裁判所へ伝えたいこ

とでは、地方行政の在り方を加えてもらいまし

た。 

 

●宣誓書 

 

公判が始まる前に宣誓書を書かされました。捺

印を求められましたが、印鑑を持って行かなかっ

たので拇印で済ませました。印鑑をなくそうとい

うご時世、裁判所は旧態依然だと思ったもので

す。そこまではまぁーいいのですが、裁判官の前

で宣誓書を読まされたのには閉口しました。挙句

に裁判長が:ウソの証言をしたら罰せられます

（罰金ですが）と真顔で言うのです。これを聞い

て吹き出しそうになりました。裁判所はそんなこ

とまでしないと権威が維持できないのかと思う

と、おかしくなりました。そう思ったとたん、い

ままでちょっと緊張気味だったのが、解消されま

した。 

原告の席から傍聴席を見渡したら、顔見知りの

方々がたくさん来てくれています。これは報告集

会でも言ったことですが、授業参観日のような気

になりました。また、証言台から裁判官をみたと

きには、半世紀前に経験した面接試験を思い出し

もしました。情況から言ってまさに緊張を強いら

れるところですが、宣誓の１件によってそれから

解放されたということは、大いに助かりました。 

 

●4 人の尋問内容とわたくしが尋問で 

主張したかったこと 

 

4 人の尋問については前号にも書きましたが、

簡単に纏めておきます。 

阿部原告団長 

自らが会長を務める上宮協栄会が被告行政事務

組合と「申し合わせ」を締結したこと並びにその

経緯について、今回の試験焼却の際には前例に反

して協議が行われないなか強行されたこと、さら

に説明会が形骸化していることも述べました。 

小澤大崎市議 

大崎市には「大崎市話し合う協同のまちづくり

条例」が制定・施行されているが、そこに織り込

まれた憲法九十三条「住民自治」が無視されたま

ま試験焼却が強行されたこと、前の仮処分申請却

下は不作為の義務ナシとか受忍限度内など住民を

バカにした決定であったこと、さらに試験焼却に

ついて行政事務組合内で真剣な議論などなされな

かったことも述べました。 

佐々木孝氏 

山菜採りの趣味を福島原発事故で奪われ、さら

に試験焼却で再開する希望も打ち砕かれた。山菜

採りは趣味の域を超えて人生の大事な営みだった

と証言しました。さらに説明会で被告は環境省の

言っていることを繰り返すのみで、住民を顧みる

ことがなかったと述べました。 

芳川 

食べ物を通しての内部被ばくを避けるための苦

労、山菜採りでの４つの原則の励行について、さ

らに放射能汚染による人間関係の歪みと崩壊につ

いて述べました。裁判所へは地方行政の在り方に

ついてしっかり目を向けてほしいと要望しまし
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た。 

 

原告本人尋問は傍聴された方々にとってもめっ

たにない経験だったようです。退廷時或いは報告

集会で言葉を交わした人々からは、尋問の傍聴は

初めてだったが、よかったとか分かり易かった、

と感想を述べてくれました（わたくしの尋問につ

いてではなく、4 人全員についての感想です。念

のため）。あらためて原告弁護団が執拗に尋問を

要請したことの意味が伝わってきました。 

 

●裁判の今後の流れについて 

 

原告代理人は専門家（青木氏、西尾医師）2 人

による証人尋問を求めましたが、裁判所により却

下され、そこで覆ることはありませんでした。裁

判所は内部被ばくについて証人尋問もせずに本当

に理解できているのでしょうか。内部被ばくにつ

いての科学的知見なしに、判決をどのように書こ

うとしているのでしょうか。裁判所が何を考えて

いるか。当訴訟をどう裁こうとしているのか、一

向に見えてきません。 

原告弁護団は、証人尋問がムリなら（勿論まだ

完全に諦めたわけではない）証人尋問に代わる代

替案も検討すると言っています。いったいどんな

方法があるのか、わたくしにはなかなか想像が及

びません。いま科学者によって稲わらなどのセシ

ウムが不溶性であることの立証が進んでいます。

こうした新事実の立証をきっかけに、内部被ばく

の証人尋問を復活させようとしているのかもしれ

ません。或いはまったく違った代替案が登場して

内部被ばくの立証をするのかもしれません。 

いずれにしても、いまこそ原告団と弁護団とが

戦法をよくすり合わせしないといけない時期にあ

ることははっきりしています。 

原告団は今回の口頭弁論期日前に、専門家によ

る証人尋問を求める「はがき作戦」を展開しまし

た。はがきを 300 枚用意し、裁判官宛てに期日

に間に合うように投函しました。はたして届いた

のだろうか、裁判官は観ていたのだろうか、はが

きを観たうえでの証人尋問申請却下なのだろうか

と訝ってます。原告本人尋問で示されたように、

やはり尋問の効果は大きいものがあると思われる

ので、なんとか証人尋問が実現できないかと願っ

ているところです。 

尚、専門家による証人尋問が入っても訴訟その

ものはそう長くなるものではない、というのが弁

護団の見解のようです。来年年内の判決は見通せ

そうです。 

 

ひょっとして女川原発再稼働差止め訴訟のとき

の結審のように、大崎住民訴訟も判決の方向が見

えないままの結審という流れになるのかもしれま

せん。二つの訴訟は同じ裁判官です。いずれも直

接間接原発がらみです。判決は同じ方向になるの

でしょう。運命共同体、ともに喜びあえる判決が

観たいものです。 

 

第１９回口頭弁論 仙台地裁101号法廷 

３月８日（水）11時～ 

 

●「一斉焼却」に反対する県民連絡会・ 

大崎住民訴訟を支援する会の総会・集会 

 

さて、口頭弁論期日に先立ち、12 月 18 日に

仙台弁護士会館にて、上記 2 団体の第 3 回総会

と集会が行われました。集会では、丸森町の山本

町議から環境省が行っている除染土の埋立実証実

験についての報告があり、続けて芳川から「大崎

地域における放射性汚染廃棄物問題」について、

原告で科学者の南部さんから不溶性セシウムの実

験について、さらに弁護団草場弁護士から大崎住

民訴訟のこれからについての報告がありました。 

この集会で、環境省の実証実験と汚染廃焼却が

同根で、同じ国策につながるものであることを確

認しました。今後この二つの課題を中心に、横拡

がりをもった形で取り組むことになります。今後

の取り組みにご注目いただきたいと思います。 

（’22.12.31） 

 

 

あの大震災を生き残った奇跡の写真群 

写真集『原発のまち ５０年のかお 

～女川から未来を考える』 好評発売中 

阿部美紀子編  発行一葉社 

 

【写真集紹介】 阿部美紀子さんが編集して、

かつての女川原発反対闘争の様子や、津波に流

される前の女川の町などを記録した写真集が出

版されました。ぜひ、まわりの方に紹介・販売

おねがいします。 

  Ａ4 判・136 頁・オールカラー 

  定価 2,000 円＋税 

 

●みやぎ脱原発・風の会で取扱中！ 

・ご注文頂ければ、１冊 2,000 円（送料無料）

でお送りいたします。 

・注文は、メール hag07314@nifty.ne.jp）また

は FAX022－356－7092（須田）でお願いします。

『写真集』送付時に「振込票」を同封しますの

で、『写真集』到着後、郵便振替口座にお支払下

さい。（振込手数料はご負担下さい） 

mailto:hag07314@nifty.ne.jp
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【訃報】 谷関恭子さんを偲んで 

12 月 16 日、谷関恭子さんが膵臓がんでお

亡くなりになりました。享年 72 歳。折しも、

仙台での作品展「手しごとの彫金」が 12 月 4

日まで開催され、それに引き続く登米市の高倉

勝子美術館での作品展（1 月 29 日まで）が開

催される直前のことでした。 

 恭子さんは、彫金職人として、とても繊細で

根気のいる仕事に 34 年もの長きにわたって取

り組まれてきました。フランス・エビアンやモ

ナコ、丸善東京日本橋本店など国内外で作品展

を開催されるとともに、パールジュエリーデザ

インコンテストでも優秀賞を受賞されるなど、

その作品は高く評価されてきました。また、長

く続けてきた合唱でも、ＮＨＫ仙台放送合唱団

に所属し、こちらも海外で何度も公演されてき

ました。 

 その一方で、一貫して脱原発を訴え、運動の

中心となって活動されてきました。アナウンサ

ーの経験を生かして、講演会や集会などでは何

度も司会をしていただくとともに、「みやぎアク

ション」の会計としても運動を下支えして頂き

ました。 

 集会に向けた会議などでも、企画の中身や段

取りについてみんなが気づかない点を鋭く指摘

して頂いたり、実際に会場に足を運ばれ、準備

段階でも本番でも主催者として細やかな点にま

で気を配って頂くなど、何度助けられたことか、

数えることができません。 

 県民投票を実現させるための「みんなで決め

る会」の署名活動でも、宣伝カーで「ウグイス

嬢」を担って、声を枯らして署名を訴えた姿を

とてもたのもしく感じたことが、昨日のように

思い起こされます。 

 恭子さん、本当にありがとうございました。

安らかにお休み下さい。 （舘脇） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集雑記】 
●昨年 11 月 30 日、英国『ガーディアン紙』

に、東京特派員 Justin McCurry（ジャスティ

ン・マッカリー）氏による女川原発に関する記事

「再稼働を控える女川原発に、住民たちが抱く不安」

が掲載され、12 月 18 日にはヤフーニュースで

も配信されました。10 月 20 日に、同氏を私が

女川原発まで同行し、女川町議の阿部美紀子さん

と女川原発再稼働差止訴訟原告団事務局長の日野

正美さんに取材した記事です。別冊に、掲載。 

●1 月 18 日、東京高裁、福島原発事故で強制起

訴された東電旧経営陣３人に全員無罪の不当判決。

事故の責任を誰も取らず、同じ事故を繰り返す！ 

●11 月 25 日、「福島原発被害南相馬訴訟」控

訴審、勝訴判決！！ 仙台高裁第 2 民事部小林

久起裁判長は、東京電力の悪質性を認め、重大な

責任があると指摘、一審にはなかった「避難を余

儀なくされた」慰謝料を新たに認定。11 月２９

日、「元の生活をかえせ」いわき市民訴訟控訴審

が結審、３月１０日に判決。仙台高裁小林裁判長

が、国の責任を何処まで裁くのか注目を！ 

●12 年経った現在も、2011 年 3 月 11 日 19

時 3 分から「原子力緊急事態宣言」が発令中！！ 

 （空） 

 

みやぎ脱原発・風の会 会計報告 

（2022 年１月１日～12 月 31 日） 

繰越金      596,211 円 

《収入》会 費   356,000 円 

カンパ   129,160 円 

      合 計   485,160 円 

《支出》印刷費    60,157 円 

通信費   126,040 円 

活動費   203,665 円 

その他    47,799 円 

      合 計   437,661 円 

《残金・繰越金》  643,710 円 

 

昨年も多額の会費・カンパが寄せられていま

す。ありがとうございます。そのお気持ちに応

えられるよう、今年も活動を続けて行きたいと

思います。 

 

■□2023 年会費振込みのお願い□■ 

《郵便振替口座》02220－3－49486 

《口座名》みやぎ脱原発・風の会 

会  費●3000 円／年 

 賛同会費●1000 円／年 
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【インフォメーション】 

[詳細はそれぞれの主催者に確認して下さい] 

 

第 465回 脱原発みやぎ金曜デモ 

日時：１月２９日（日）元鍛冶丁公園 

（12 時集会、12 時 15 分デモ出発） 

主催：みやぎ金曜デモの会（代表 西） 

〈連絡先〉090-8819-9920（舘脇） 

 

「ふるさと喪失・宮城」訴訟控訴審 

第５回公判 １月３０日（月）14時～仙台高裁 

 

「子ども脱被ばく裁判」控訴審 

『子ども人権裁判（行政訴訟）』 判決 

２月１日（水）15 時～ 仙台高裁 101 号法廷 

16時 30分～報告集会（仙台市戦災復興記念館） 

『親子裁判（国賠訴訟）』 第６回口頭弁論 

３月２７日（月）15 時～仙台高裁 

 

映画「原発の町を追われて・十年」上映会 

日時：２月５日（日）①10時～ ②13時30分～ 

会場：仙台市戦災復興記念館４階研修室 

参加費：800円（学生500円） 

主催：『原発の町を追われて』上映実行委員会 

〈問合せ〉090-2970-8114（小原） 

 

「ふるさとを返せ」福島原発避難者山木屋訴訟 

控訴審 第5＆6回公判 仙台高裁 原告本人尋問 

２月６日（月）＆３月１日（水）10時30分～ 

 

田村バイオマス訴訟控訴審 判決 

２月１４日（火）13時20分～ 仙台高裁 

 

近藤恵氏仙台講演会 

『ソーラーシェアリングの社会的受容～食糧とエ

ネルギーというインフラを農家が支える～』 

日時：２月１８日（土）13時30分～15時30分 

会場：エルパーク仙台6階ギャラリーホール 

【参加費無料・予約不要】 

主催：日本基督教団東北教区放射能問題支援 

対策室いずみ〈問合せ〉022-796-5272 

 

今中哲二氏講演会 『年 1 ミリシーベルト 

基準の由来と低線量放射線被爆のリスク』 

日時：２月１９日（日）10 時～12 時 

会場：古川教育会館会議室 

講師：今中哲二氏（京大複合原子力科学研究所） 

主催：大崎耕土を放射能汚染させない連絡会 

連絡先：若井勉 0229-56-3249 

福島を正しく伝える写真パネル巡回展 

～大地と人の力～    〈入場無料〉 

日時：３月８日（水）～11日（土）10時～19時 

会場：エルパーク仙台（仙台三越6階） 

主催：認定NPO法人 未来といのち 

〈問合せ〉080-5386-1373 

 

放射能汚染廃棄物の焼却差止め大崎住民訴訟 

第１９回口頭弁論 仙台地裁101号法廷 

３月８日（水）11時～[報告会]仙台弁護士会館 

 

「元の生活をかえせ」いわき市民訴訟控訴審 

 判決 ３月１０日（金）14 時～ 仙台高裁 

 

第 10回いのちの光 3.15 フクシマ 

～フクシマが背負ってきたもの伝えつづけるもの 

今野寿美雄さん講演会    〈参加費無料〉 

（子ども脱被ばく裁判原告代表・元原発労働者） 

日時：３月１８日（土）13 時 30 分～16 時 

会場：仙台市・カトリック元寺小路教会大聖堂 

主催：「いのちの光 3.15 フクシマ」実行委員会 

〈問合せ〉090-2022-4007（木元） 

 

ふるさとを返せ！津島原発訴訟控訴審 

第３回公判 ３月２０日（月）15時～仙台高裁 
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